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・ インターリスク総研
・ MS&ADビジネスサポート
・ MS&ADスタッフサービス
・ MS&ADシステムズ
・ MS&AD事務サービス
・ MS&AD基礎研究所
・ 安心ダイヤル

MS&ADインシュアランス グループについて

MS&ADインシュアランス グループについて

MS&ADインシュアランス グループは、三井住友海上グループ、あいおい
損害保険株式会社、ニッセイ同和損害保険株式会社が2010年4月に経営
統合し、MS&ADインシュアランス グループ ホールディングス株式会社

（以下、「MS&ADホールディングス」）を持株会社として、発足しました。
MS&ADインシュアランス グループでは、グループシナジーを追求し、お
客さまサービスの品質向上および収益力・成長力強化を図るため、傘下の
事業会社の統合・再編を進めています。
2010年10月には、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社が誕生し、
2011年4月には、三井住友海上メットライフ生命保険株式会社がMS&AD
ホールディングスの完全子会社となり、三井住友海上プライマリー生命保険
株式会社として、社名も新たにスタートしました。また、2011年10月には、
三井住友海上きらめき生命保険株式会社とあいおい生命保険株式会社が合
併し、三井住友海上あいおい生命保険株式会社として業務を開始しました。
さらに、グループ内のさまざまな関連事業会社を統合するとともに、アジア
を中心に海外事業への投資を進めています。
今後も、スピード感を持って事業基盤および経営資源の強化・拡大を図るこ
とにより、グローバルに事業展開する世界トップ水準の保険・金融グループ
を創造し、持続的な成長と企業価値の向上を目指します。

MS&ADホールディングスは、直接出資する5つのグループ国内保険会社（三井住友海上、あいおいニッセ
イ同和損保、三井ダイレクト損保、三井住友海上あいおい生命、三井住友海上プライマリー生命）と7つの
関連事業会社（インターリスク総研、MS&ADビジネスサポート、MS&ADスタッフサービス、MS&ADシス
テムズ、MS&AD事務サービス、MS&AD基礎研究所、安心ダイヤル）を有する上場持株会社です。

MS&ADインシュアランス グループの目指す姿

MS&ADインシュアランス グループの目指す企業グループ像を明確にするため、経営理念、経営ビジョン、
行動指針を次のとおり定めています。

経営理念（ミッション）
グローバルな保険・金融サービス事業を通じて、安心と安全を提供し、活力ある社会の発展と地球の健やかな
未来を支えます

経営ビジョン
持続的成長と企業価値向上を追い続ける世界トップ水準の保険・金融グループを創造します

行動指針（バリュー）

お客さま第一 CUSTOMER FOCUSED
カスタマー・フォーカス

わたしたちは、常にお客さまの安心と
満足のために、行動します

誠　実 INTEGRITY
インテグリティ

わたしたちは、あらゆる場面で、あらゆる人に、
誠実、親切、公平・公正に接します

チームワーク TEAMWORK
チームワーク

わたしたちは、お互いの個性と意見を尊重し、
知識とアイデアを共有して、ともに成長します

革　新 INNOVATION
イノベーション

わたしたちは、ステークホルダーの声に耳を傾け、
絶えず自分の仕事を見直します

プロフェッショナリズム PROFESSIONALISM
プロフェッショナリズム

わたしたちは、自らを磨き続け、
常に高い品質のサービスを提供します

MS&ADホールディングスが入る
八重洲ファーストフィナンシャルビル

【グループ構成図】　（2012年7月1日現在）

三井住友海上

直接出資する関連事業会社

三井ダイレクト損保

三井住友海上あいおい生命

三井住友海上プライマリー生命

あいおいニッセイ同和損保

グループの構成
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MS&ADインシュアランス グループのコーポレートガバナンス体制

基本的な考え方

MS&ADホールディングスは、グループの事業を統括する持株会社として、「経営理念」のもと、経営資源の
効率的な活用と適切なリスク管理を通じ、グループの長期的な安定と発展を実現するため、透明性と牽制
機能を備えた経営体制を構築し、企業価値の向上に努めています。

経営体制

MS&ADホールディングスは、監査役会設置会社として、取締役（会）および監査役（会）双方の機能の強化、
積極的な情報開示等を通じ、ガバナンスの向上に取り組んでいます。
また、執行役員制度を導入し、経営意思決定および監督を担う「取締役（会）」と業務執行を担う「執行役員」の
役割を明確化して、グループ経営管理の強化を図っています。加えて、経営から独立した社外人材の視点を
取り入れて監視・監督機能を強化し、透明性の高い経営を行うため、取締役13名のうち4名、監査役5名の
うち3名を社外から選任しています。また、取締役会の内部委員会として、「人事委員会」「報酬委員会」を設
置し、委員の過半数および委員長を社外取締役としています。

MS&ADインシュアランス グループのCSR経営

グループのCSR取り組みの考え方

すべての事業活動を通じて、ステークホルダーに対する社会的責任を果たします。
　○経営理念（ミッション）・経営ビジョンをよりどころとします。
　○コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス、リスク管理、情報開示、人権尊重、環境保全を原則とします。
　○お客さま、株主、代理店、取引先、社員、環境、地域社会・国際社会をステークホルダーとします。

CSR取り組みの柱（グループ共通の重点課題）

以下を中期的なCSR取り組みの柱として、グループ共通で取り組みます。

■ 商品・サービスの品質向上を通じ信頼を獲得します
● ステークホルダーの声にもとづき、常に商品・サービスの品質向上や業務の改善を進め、信頼を獲得します。

■ 持続可能な環境・社会づくりに貢献します
●商品・サービスの提供を通じた社会貢献や地球環境保全を進めます。
● 東日本大震災など自然災害の被災地復興に向けた支援活動、地域に密着した社会貢献活動などを進めます。
● 事業活動に伴い発生する環境負荷の軽減や、生物多様性の保全などさまざまな環境問題の解決に取
り組みます。

■ グループ全社員が行動指針（バリュー）を実践します
● これらの重要課題に取り組むにあたり、グループ全社員が仕事とステークホルダーとのつながりを常に
考え、行動指針（バリュー）を実践します。

【MS&ADインシュアランス グループの目指す姿】

グループ経営管理体制

MS&ADホールディングスは、直接出資するグループ国内保険会社（三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保、
三井ダイレクト損保、三井住友海上あいおい生命、三井住友海上プライマリー生命）および直接出資する関連事
業会社（インターリスク総研など7社）との間で経営管理契約等を締結し、適切な経営管理体制を構築しています。
グループ国内保険会社の事業に関する情報を直接かつ迅速に入手することは、グループ経営の円滑な運営に資
すると考えることから、MS&ADホールディングスの社内取締役の多くは、グループ国内保険会社の取締役を兼
務しています。また、MS&ADホールディングスのグループ経営会議には、議事に応じてグループ国内保険会社
の役員も出席しています。

【体制図】
〈MS&ADインシュアランス グループ ホールディングス株式会社〉 （2012年7月1日現在）

各部門 内部監査部門

株主総会

監査役会

人事委員会 報酬委員会

監査役
取締役会

グループ経営会議
課題別委員会

・ グループ経営モニタリング委員会
・ リスク・コンプライアンス委員会
・ 情報開示委員会　等

経営意思決定
監督

三井住友海上
火災保険（株）

あいおいニッセイ
同和損害保険（株）

三井ダイレクト
損害保険（株）

三井住友海上
あいおい生命保険（株）

三井住友海上
プライマリー生命保険（株）

直接出資する
関連事業会社（注）

選任 選任 選任

選任・監督
選任

報告

報告

報告

外部監査

内部監査
経営管理

モニタリング・内部監査

報告

報告 連携

監査役監査
監査役（常勤）  ： 2名
社外監査役  ： 3名

取締役  ： 13名
（うち社外取締役 ：   4名）

執行役員 ： 15名
※含む取締役兼務者

会
計
監
査
人

業務執行

（注） 関連事業会社は、インターリスク総研、MS&ADビジネスサポート、MS&ADスタッフサービス、MS&ADシステムズ、
MS&AD事務サービス、MS&AD基礎研究所、安心ダイヤルの7社です。

コーポレート・ガバナンス、
コンプライアンス、リスク管理、
情報開示、人権尊重、環境保全

すべての事業活動

期待に応える品質の商品・サービス
を提供します。

お客さま

適切な情報開示、適正な利益還元
を行います。企業価値の向上に努
めます。

株 主

地球環境の保全に取り組みます。

環 境

パートナーとして、ともに成長します。

代理店

健全な関係を保ち、協力して社会
的責任を果たします。

取引先
（委託先・購入先等）

働きやすい環境、働きがいを実感
し成長していく機会を提供します。

社 員

社会の一員として、その持続的発
展に寄与する取組みを実行します。

地域社会
国際社会

経営理念
（ミッション） 経営ビジョン 行動指針

（バリュー）
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MS&AD ニューフロンティア2013 （MS&ADインシュアランス グループ　中期経営計画 2010年度〜 2013年度）

4つの基本戦略

品質向上を通じて、お客さまの信頼を獲得し、成長を実現する
お客さま第一を実践し、あらゆるお客さまに高品質の商品・サービスをお届けする。
成長により得られる収益を品質向上に投入することにより、好循環サイクルを確立し、持続的な成長を実現
する。

グループの総合力を結集してグループシナジーを追求し、収益力を格段に強化する
グループシナジーを追求して経営効率化を図り、グループの収益力向上を実現する。
事務・システムの一本化、シェアードサービスの推進を含め、グループベストの観点からあらゆるオペレー
ションを見直し、スケールメリットを発揮する。

選択と集中による戦略的な資源配分を実施するとともに、健全な事業運営を行う
拡大した経営資源を重点領域・成長領域に投入し、資源の有効活用と成長力の強化を図る。
グループ各社が保険・金融事業に求められる健全な事業運営を行うとともに、持株会社を中心としたグルー
プ・ガバナンス体制を確立し、グループ全体の健全性を確保する。

プロフェッショナルとしてチャレンジする企業文化を醸成し、社員・代理店とともに成長する
社員一人ひとりが、プロフェッショナルとしてチャレンジする企業文化を醸成する。
誇りと働きがいを実感し、社員・代理店がともに成長できる企業グループを実現する。

企業価値向上に向けた戦略構図

MS&ADインシュアランス グループでは、グループの総合力を結集して、グループシナジーを追求し、お客
さま一人ひとりに応じた高品質の商品・サービスを提供します。

2011年度に発生した自然災害の影響や外部環境の変化を踏まえ、2013年度の経営数値目標を一部修正しました。

国内損害保険事業
　● 三井住友海上
　● あいおいニッセイ同和損保
　● 三井ダイレクト損保

各社のノウハウ・仕組みを活用して業務プロセスの品質を向上させ、多様
な顧客基盤にふさわしい、魅力的な商品・サービスを開発し提供していき
ます。また、事務・システムの統合や営業・損害サービス拠点の統合等に
より、事業費を大幅に削減し、経営効率の向上を実現していきます。
三井ダイレクト損保では、成長性の高い通販マーケットで収益性を確保
しつつ、事業の拡大を図ります。

国内生命保険事業
　● 三井住友海上あいおい生命
　● 三井住友海上プライマリー生命

三井住友海上あいおい生命は、拡大した営業基盤を活用し、クロスセルを
軸に、金融機関、生保代理店、直販チャネルを通じて、魅力的な商品・
サービスをお客さまに提供し、成長を加速させていきます。
三井住友海上プライマリー生命は、個人年金保険分野において、お客さ
まのニーズに応じた商品提供と販売力の強化により、リーディングカンパ
ニーとしての地位を確立していきます。

海外事業

アジアでは、トップクラスの事業基盤や優位性を活用し、積極的に事業
展開していきます。
欧州では、地域的拡大とサービス体制の充実を図ることで収益を追求
し、米州では、堅実な収益の確保を図っていきます。また、海外再保険
においては、ビジネスの拡大を図っていきます。

金融サービス事業
商品力・販売力の強化によるアセットマネジメント事業の拡大や、
401K事業、個人融資関連事業を積極推進していきます。また、ART
事業、金融保証事業、ベンチャーキャピタル事業など、金融に関する多
様なソリューションサービスを展開していきます。

リスク関連サービス事業
リスクマネジメント事業、介護事業、資産評価鑑定事業、アシスタンス事業
等、お客さまのリスク・ソリューションに資する保険以外のサービスを提供して
いきます。
また、環境変化のトレンドを踏まえ、新規ビジネスの発掘を推進していきます。

【目標事業ポートフォリオ】
2013年度目標　（ ）内修正前

グループ利益指標（注3） 1,100億円 （1,500億円）
国内損保 600億円 （1,000億円）
国内生保 150億円 （150億円）
海外 300億円 （300億円）
金融サービス/リスク関連サービス 50億円 （50億円）

（注3）グループ利益指標 
グループコア利益＝連結当
期利益－株式キャピタル損
益（売却損益等）－クレジッ
トデリバティブ評価損益－
その他特殊要因＋非連結
グループ会社持分利益

【目標数値】
2013年度目標

連結正味収入保険料 2兆7,000億円
生保 保有契約 年換算保険料（注1） 3,300億円
グループROE（注2） 7％

（注1） 三井住友海上あいおい生
命の数値（除く団体保険）。
三井住友海上プライマリー
生命は含まない

（注2） グループROE＝グループ
コア利益（注3）÷期初・期末
平均連結純資産（除く少数
株主持分）

持続的な
成長サイクル

企業価値
向上

品質向上の実現

経営資源の戦略的配分
重点・成長領域への資源投入

事業運営の健全性確保

統合効果の発揮
グループベストの発揮 グループシナジーの追求

チャレンジする企業文化
プロフェッショナリズムの発揮

社員・代理店がともに成長

収益力の向上
投資余力の拡大 お客さま・代理店の信頼

事業ドメインと個別戦略

経営数値目標


